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太陽フレアからのガンマ線観測

Gamma-ray observations from solar flares
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太陽フレア時にはコロナのプラズマ粒子

が加速され、高エネルギー粒子がつくら

れる。加速された陽子や原子核は、太陽

表面で核反応をおこし、核ガンマ線、中

性子捕獲や陽電子消滅によるラインガン

マ線、さらに中性パイ中間子の崩壊によ

る高エネルギーガンマ線（10 MeV 以上）

をつくる。これらのガンマ線データから

、フレアにおける粒子の加速メカニズム

やガンマ線発生領域の性質などが明らか

にされている。一方、太陽高エネルギー

粒子イベントの多くは、フレアよりむし

ろコロナ物質放出（ＣＭＥ）によってつ

くられる。フレアとＣＭＥの両爆発現象

に起因する高エネルギー粒子の特徴を、

１９９７年１１月６日のイベントを例に

報告する。
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